
新規学卒者の採用と初任給調査結果概要について 

 

【期 間】2022年10月14日～12月２日       （東大阪商工会議所） 

【対 象】1,066社（本所会員で従業員20名以上の事業所） 

【回 収】221社（回収率 20.7％） 

※構成比、前年比などの数字は、小数点第２位で四捨五入しており、合算は100％にならない。 

 

１．新規学卒者の採用 

(１）新規学卒者の採用状況 

2022年3月卒の採用については「実績がある」と回答した事業所は48.4％（全体221社の内107社）と、

前年(46.6％）を1.8ポイント(以下Ｐと略す）上回った。また、2023年3月卒の採用については、「計画

がある」と回答した事業所は50.2％(全体221社の内111社)と前年（48.0％）を2.2Ｐ上回った（表１）。 

 

(２）学卒別採用割合と充足状況 

 学卒別にみた2022年3月卒の採用実績は（複数回答）、

大学卒が74.8％と最も多く、前年（66.3％）を8.5P

上回った。次いで、高校卒が51.4％で、前年（56.4％）

を5P下回った。 

採用についての充足状況は（図１）、「充足できた」

及び「ほぼ充足」と回答した事業所の割合は34.0％で、

前年(32.2％)を1.8P上回っている。一方、「やや不足」

「不足」「採用できず」と回答した事業所の割合は合

わせて26.7％で、前年(26.2％)より0.5P増加している。 

 

(３）2023年3月卒者の採用計画 

 学卒別でみた2023年3月卒者の採用計画は（複数回

答）、大学卒の採用計画がある割合は77.5％で最も多

く、次いで、高校卒が58.6％となっている。尚、前年

と比較して大学卒は0.6Ｐ増加、高校卒は3.8Ｐ増加し

ている。 

採用計画人数の増減をみると（図２）、「増加」と

回答した事業所は14.9％（前年18.0％）、「昨年並み」

と回答した事業所は21.7％（同22.6％）といずれも前

年を下回っている。また、「減少」と回答した事業所

も8.1％（同8.8％）と前年を下回っている。これに対

して、「計画はあるが人数は未定」は11.8％(同8.8％)、

「計画は未定もしくは無」は43.4％(同41.9％)と共に

増加している。 

【図２】2023 年 3 月卒者の採用人数の増減 

（ ）内の数値は前年の割合 

【図１】2022年3月卒者採用の充足状況 

（ ）内の数値は前年の割合 
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２．新規学卒者の初任給 

 2022年3月卒者の学卒別・職種別初任給の推移をみると（表２）、「高校卒の事務職」「高校卒の技術

職」を除き全ての職種で前年を下回っている。増減については、対前年比で▲2.0％～2.9％、金額で

は▲3,953円～5,060円の幅がある。 

 2023年3月卒者の見込初任給を2022年3月卒実績と比較すると、全ての職種で2022年3月卒実績を上

回っている。増減については、対前年比で0.7％～2.8％、金額では1,428円～5,029円の幅がある。 

 また、2022年3月卒実績の学卒別初任給額をみると、大学卒では20～21万円台、短大卒、専門学校・

高専卒は19万円台、高校卒は17～18万円台となっている。 

 

 

 

３．パートタイマーの時間給 

 2022年調査時点でのパートタイマーの時間給をみると(表３)、「初任給」は1,054円（対前年比2.6％、

27円増）、「平均」が1,104円（同2.9％、31円増）となっている。業種別でみると、製造業は「初任給」

1,053円（同2.9％、30円増）、「平均」1,103円（同2.7％、29円増）で、非製造業は「初任給」1,056

円（同1.9％、20円増）、「平均」1,108円（同3.6％、38円増）となっている。 

 また、規模別でみると、初任給は製造業、非製造業ともに全ての規模層で前年を上回った。「平均」

は製造業の「100人以上」規模層を除く全ての規模層で前年を上回った。 

 

表２ 学卒別・職種別初任給の推移（全業種） 

表３ パートタイマーの時間給 


